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い
ま
、
町
が
進
め
て
い
る
重
点
事
業
で
あ
る「
地
方
創
生
」

は
、
企
業
の
誘
致
や
人
口
増
加
対
策
に
な
り
ま
す
。
１
月
か

ら
２
月
に
か
け
て
私
は
、
町
内
の
企
業
で
東
京
な
ど
に
本
社

や
事
務
所
を
構
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
加
え
て
、
御
代
田
町
に

工
場
な
ど
の
移
転
・
進
出
を
希
望
し
て
い
る
企
業
の
訪
問
活

動
を
精
力
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

長
い
歴
史
を
も
つ
ミ
ネ
ベ
ア
㈱
が
新
し
い
会
社
名
で
あ
る

「
ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
㈱
」に
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
東
京
事
務

所
に
貝
沼
社
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。
企
業
が
時
代
の
流
れ
の

中
で
変
化
・
発
展
し
て
い
く
力
強
い
姿
を
感
じ
ま
し
た
。

　

濱
野
皮
革
工
藝
は
、
御
代
田
町
で
工
場
を
始
め
て
50
年
ほ

ど
に
な
る
そ
う
で
す
が
、
私
も
町
長
に
な
っ
て
始
め
て
本
社

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
佐
藤
有
希
子
さ
ん
と
い

う
女
性
の
社
長
さ
ん
で
、
御
代
田
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
中
で
一
番
人
気
が
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ

の
バ
ッ
ク
な
ど
の
製
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
売
り
上
げ
も
増

え
て
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
野
県
は
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た
企
業
の
多
い
県
で
も

あ
り
ま
す
。
急
速
に
変
化
す
る
時
代
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
、
多
く
耳
に
す
る
こ
と

が「
若
い
後
継
者
や
技
術
者
の
育
成
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ど
ん
な
に
科
学
技
術
が
発
達
し
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に

は
人
間
の
持
っ
て
い
る
精
度
の
高
い
知
識
と
経
験
、
技
術
と

い
う
も
の
が
企
業
を
継
続
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
決

め
手
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

*

そ
ん
な
こ
と
を

強
く
感
じ
た
企
業
訪
問
で
し
た
。

　

本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る
日
本
で

は
、「
地
域
づ
く
り
」や「
地
域
の
絆
」が
必
要
と
言

わ
れ
て
お
り
、
生
活
・
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

地
域
や
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
高
齢
者
の
介
護
予
防
を

目
的
と
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
で
そ
の
一
端
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
も
何
か
し
て
み
た
い
、
役
立
ち
た
い
、
と

い
う
気
持
ち
は
あ
る
け
れ
ど
、
何
が
で
き
る
か
、

何
か
ら
取
り
組
め
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
…

　

そ
ん
な
方
に
う
っ
て
つ
け
の
講
座
で
す
。

　

１
年
間
の
学
び
の
中
で
何
か
見
え
て
く
る
も
の

が
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
！
ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象

　

町
内
在
住
者
な
ら
ど
な
た
で
も
お
申
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。

※ 

介
護
や
福
祉
・
介
護
予
防
の
知
識
を
生
か
し
、

地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
お
考
え
の
方
、
生
涯

現
役
を
め
ざ
し
町
づ
く
り
に
協
力
し
て
く
れ
る

方
は
特
に
お
勧
め
で
す

日
程
・
内
容　
（
別
表 

）

場
所　

エ
コ
ー
ル
み
よ
た
大
会
議
室（
２
階
）

講
師（
敬
称
略
）　

　

医
師（
み
よ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、

理
学
療
法
士（
中
村
崇
、
関
口
憲
治
）、
柔
道
整
復

「
平
成
29
年
度
生
活・介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー（
７
期
生
）養
成
講
座
」の
お
知
ら
せ

〜
仲
間
と
共
に
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
〜

師（
田
中
矢
）、
音
楽
療
法
士 

（
北
畑
道
子
）、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
カ
ー
（
大
塚
寛
美
）、
司

法
書
士（
山
際
隆
浩
）、
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ

ト
、
町
職
員
な
ど

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
　
（
受
付
：
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
30
分
）

持
ち
物

　

筆
記
用
具
、
水
、
お
茶
等
の
飲
み
物
、
汗
拭
き

タ
オ
ル　

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り　

３
月
22
日（
水
）（
定
員
20
名
）

日　程 内　　容

 4 月19日㈬ 開講式、高齢者の理解と対応、住民主体
の介護予防

 5 月10日㈬ 運動指導と介護予防
 6 月21日㈬ 音楽療法と介護予防
 7 月12日㈬ 体験｢サービスC～元気アップクラブ～｣
 9 月13日㈬ 認知症サポーター養成講座
10月18日㈬ 効果を上げる運動指導
11月 8 日㈬ 高齢者の病気と治療
12月13日㈬ 高齢者の権利擁護

 1 月17日㈬ 体験（調理実習）
｢介護予防教室～栄養指導～」

 2 月14日㈬ レクリエーションと介護予防
 3 月    　　 介護講演会
 3 月 7 日㈬ 閉講式、地域のみんなで介護予防
 6 ～ 9 月　 介護予防事業見学実習（５回）
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（
広
告
欄
）

3月18㈯・19㈰・20㈪
午前9時30分～午後4時30分

問い合わせ先　堀辰雄文学記念館　電話・FAX　（45）2050

　堀辰雄は、コクトー、プルウスト、リルケなどの海外の作品に接して、その世界に親しみ『ルウベ
ンスの偽画』『不器用な天使』『聖家族』などの初期作品に多くの影響を受けました。
　また、コクトーやアポリネエルの翻訳書を著したり、ゲランを妻の多恵と共に訳して発表したりし
ました。
　今回の企画展では、作品、書簡などの資料を交えながら、堀辰雄と海外文学について紹介します。

開催期間　3月16日（木）～7月4日（火）
開館時間　午前9時～午後5時（最終入館：午後4時30分）
休 館 日　水曜日（祝日の場合は開館）
入 館 料　大人：400円、小中高生：200円
　　　　　※追分宿郷土館との共通券ですので併せて見学できます。

春の企画展「堀辰雄と読書　～海外文学編～」
堀 辰雄文 学 記念館

読書する堀辰雄
昭和17年頃 軽井沢の家で

小諸市児童遊園地オープニングイベント

　懐古園内にある、「小諸市児童遊園地」がいよいよ3
月11日から営業を開始します。
　日頃のご愛顧に感謝して、3月18日（土）～20日（月）
までお1人様500円で遊具乗り放題になります。各種
おやつ等の出店やモルモットの出張ふれあいなども予
定していますので、ご家族でぜひ遊びに来てください。

▼問い合わせ先　懐古園事務所　（22）0296
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